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いつも 
一
い っ

緒
し ょ

に

オリビア・キッターマン
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

アミールは神
しん

殿
でん

で家
か

族
ぞく

と結
むす

び固
かた

められて 
うれしく思

おも

いました。

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ

このお話
はなし

は，イタリアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

アミールはお母
かあ

さんと手
て

をつないで，イタリアのローマ空
くう

港
こう

の中
なか

を歩
ある

いて行
い

きました。ギリシャの家
いえ

から，飛
ひ

行
こう

機
き

で到
とう

着
ちゃく

したところでした。家
か

族
ぞく

として結
むす

び固
かた

められるために，神
しん

殿
でん

に
向
む

かっているのです！ アミールのお姉
ねえ

さんは，結
むす

び固
かた

めを受
う

け
るためにもっと遠

とお

くから来
き

ていました。
「おばあちゃんはどこ？」アミールは辺

あた

りを見
み

回
まわ

しながらたず
ねました。少

すこ

しピョンピョンとはねました。とてもわくわくして
いたのです！
「さがしましょう」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
「おばあちゃん」はアミールのほんとうのおばあちゃんではあ

りませんでしたが，アミールは自
じ

分
ぶん

のおばあちゃんのように思
おも

っ
ていました。アミールにとって，天

てん

使
し

のような宣
せん

教
きょう

師
し

でした！ お
ばあちゃんはアミールの家

か

族
ぞく

が福
ふく

音
いん

を学
まな

ぶのを助
たす

けてくれまし
た。そして今

いま

，初
はじ

めて神
しん

殿
でん

に行
い

くのを助
たす

けてくれているのです！
「いたよ！」アミールは大

おお

声
ごえ

でさけびました。「おばあちゃー
ん！」

アミールは手
て

をふりました。ブッシュ姉
し

妹
まい

は大
おお

きな笑
え

顔
がお

で手
て

をふり返
かえ

しました。そして歩
ある

いて来
く

ると，アミールをだきしめま
した。「じゅんびはいいかしら？」
「もちろん！」アミールは言

い

いました。

ブッシュ姉
し

妹
まい

は神
しん

殿
でん

まで行
い

くタクシーをよんでくれました。
アミールは乗

の

りこんで，お姉
ねえ

さんのとなりにすわりました。間
ま

も
なくタクシーが角

かど

を曲
ま

がると，神
しん

殿
でん

が見
み

えました。とても大
おお

きく
て，すばらしい建

たて

物
もの

です。
「写

しゃ

真
しん

よりもすごいね！」アミールは言
い

いました。
アミールと家

か

族
ぞく

は神
しん

殿
でん

の敷
しき

地
ち

を歩
ある

き，写
しゃ

真
しん

をとりました。みん
なこの日

ひ

を長
なが

い間
あいだ

ゆめに見
み

ていました。
神
しん

殿
でん

に入
はい

る時
じ

間
かん

になると，アミールは天
てん

に向
む

かって歩
ある

いてい
るように感

かん

じました。中
なか

は清
せい

潔
けつ

で明
あか

るくかがやいていました。
神
しん

殿
でん

ワーカーたちは，とても親
しん

切
せつ

でした。アミールは天
てん

のお父
とう

様
さま

が見
み

守
まも

ってくださっているように感
かん

じました。安
やす

らかな気
き

持
も

ちがしました。
両
りょう

親
しん

とお姉
ねえ

さんが神
しん

殿
でん

の別
べつ

の場
ば

所
しょ

に行
い

っている間
あいだ

，アミール
は待

ま

っていました。二
ふた

人
り

の親
しん

切
せつ

な神
しん

殿
でん

ワーカーが一
いっ

緒
しょ

に待
ま

って
くれて，アミールが着

き

る白
しろ

い服
ふく

をくれました。そしてイエス・キ
リストについてのビデオを見

み

せてくれました。アミールは平
へい

安
あん

を感
かん

じました。
時
じ

間
かん

になり，神
しん

殿
でん

ワーカーたちに案
あん

内
ない

されて上
うえ

の階
かい

に行
い

きまし
た。アミールはいろいろな絵

え

の中
なか

にイエス様
さま

をさがしました。
自
じ

分
ぶん

は神
かみ

様
さま

の家
いえ

にいるんだと知
し

ってうれしくなりました。
入
はい

った部
へ

屋
や

はとてもきれいでした。大
おお

きな，きらめく照
しょう

明
めい

が

神
しん

殿
でん

に行
い

く
神
しん

殿
でん

は，わたしたちが天
てん

のお父
とう

様
さま

についてさらに学
まな

ぶせいなる場
ば

所
しょ

です。神
しん

殿
でん

に入
はい

るためには，
神
しん

殿
でん

すいせんじょうとよばれる特
とく

別
べつ

な紙
かみ

が必
ひつ

要
よう

です。あなたは 12 才
さい

になる年
とし

に，ビショップまた
は支

し

部
ぶ

会
かい

長
ちょう

と面
めん

接
せつ

をして，神
しん

殿
でん

のバプテスマを行
おこな

うためのすいせんじょうを受
う

けることができま
す。家

か

族
ぞく

との結
むす

び固
かた

めを受
う

ける場
ば

合
あい

は，神
しん

殿
でん

に入
はい

るための特
とく

別
べつ

なきょかをもらうことができます。

天
てん

井
じょう

からぶら下
さ

がっています。向
む

かい合
あ

うかべに 2 まいの大
おお

き
な鏡
かがみ

があります。家
か

族
ぞく

はもうその部
へ

屋
や

で待
ま

っていました。
お母

かあ

さんとお父
とう

さんがやわらかい布
ぬの

地
じ

におおわれたせいだん
にひざまずき，手

て

を取
と

り合
あ

いました。神
しん

殿
でん

ワーカーがアミール
とお姉

ねえ

さんに，一
いっ

緒
しょ

にせいだんにひざまずくように言
い

いました。
長
なが

い間
あいだ

はなれていて，ようやく一
いっ

緒
しょ

になれたような感
かん

じがしま
した。

アミールはうれしくてなみだがこぼれました。家
か

族
ぞく

のみんな

も幸
しあわ

せそうでした。アミールは自
じ

分
ぶん

が感
かん

じた温
あたた

かい気
き

持
も

ちがせ
いれいであることを知

し

っていました。みんなで一
いっ

緒
しょ

にいられて
うれしく思

おも

いました。
ギリシャに帰

かえ

る時
じ

間
かん

が来
き

て，アミールはお姉
ねえ

さんにハグをし
て，さよならをしました。行

い

かなければいけないことを悲
かな

しく
思
おも

いました。でも神
しん

殿
でん

のおかげで，いつの日
ひ

かいつも一
いっ

緒
しょ

にい
られるようになることを知

し

っていました。●
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